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荒
廃
す
る
森
林
の
増
加
に
歯
止

め
を
か
け
る
目
的
で
、
平
成
十
八

年
に
県
が
創
設
し
た
﹁
し
ま
ね
企

業
参
加
の
森
づ
く
り
﹂
︵
企
業
が

自
治
体
の
仲
介
で
森
林
所
有
者
か

ら
無
償
で
土
地
を
借
り
、
森
林
の

保
全
活
動
を
行
う
︶
の
調
印
式
が

二
月
五
日
、
島
根
県
庁
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
松
尾
秀
孝
副
知

事
や
岩
田
町
長
を
は
じ
め
、
実
施

主
体
と
な
る
山
陰
酸
素
工
業
︵
米

子
市
︶
代
表
取
締
役
の
並
河
　
勉

社
長
や
仁
多
郡
森
林
組
合
の
絲
原

　
康
組
合
長
ら
が
出
席
。

　
協
定
期
間
は
八
年
で
、
上
阿
井

の
﹁
た
た
ら
角
炉
伝
承
館
﹂
付
近

の
森
林
︵
約
一
・
二
三
　
︶
に
お

い
て
実
施
さ
れ
、
最
初
の
三
年
間

で
繁
茂
し
た
竹
林
を
伐
採
。
残
る

五
年
で
同
社
員
ら
に
よ
っ
て
モ
ミ

ジ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
林
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

　
岩
田
町
長
は
﹁
今
回
の
参
画
を

契
機
に
、
森
林
保
全
活
動
、
森
林

行
政
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
実
施
場
所
は
、
奥
出
雲

町
の
南
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、
今

後
、
景
観
豊
か
な
奥
出
雲
に
ふ
さ

わ
し
い
森
林
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

お
互
い
に
認
め




支
え
あ
う
社
会
へ





奥
出
雲
町
男
女
共
同
参
画
講
演
会

　
奥
出
雲
町
男
女
共
同
参
画
講
演

会
が
二
月
七
日
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町

民
約
三
百
人
が
、
熱
心
に
講
演
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
講
談
師
の
宝
井
琴
桜

さ
ん
で
、
男
の
話
芸
と
さ
れ
て
き

た
講
談
界
に
飛
び
込
ん
で
四
十
年
。

　
初
め
て
の
女
性
講
談
師
と
い
う

こ
と
で
諸
先
輩
か
ら
の
風
当
た
り

は
厳
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
入
門

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
自
ら

の
体
験
な
ど
を
交
え
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
基
本
法
を
独
特

の
話
術
で
語
り
、
﹁
戦
国
武
将
と

女
た
ち
﹂
、
創
作
講
談
﹁
山
下
さ

ん
ち
の
物
語
﹂
と
い
う
架
空
の
家

族
の
体
験
等
、
講
談
の
特
徴
で
あ

る
張
扇
で
演
台
を
叩
き
な
が
ら
の

小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
繰

り
広
げ
ら
れ
、
初
め
て
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
聴
く
人
に
も
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
く
語
ら
れ
、
会

場
は
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
宝
井
さ
ん
は
﹁
世
の
中
に
は
、

政
治
の
土
俵
、
仕
事
の
土
俵
、
子

育
て
の
土
俵
、
家
事
の
土
俵
、
介

護
の
土
俵
な
ど
様
々
な
土
俵
が
あ

る
。
性
別
だ
け
で
役
割
を
決
め
付

け
ず
、
女
と
男
が
対
等
な
立
場
で

同
じ
土
俵
に
上
が
り
、
が
っ
ぷ
り

四
つ
に
組
ん
で
一
緒
に
取
り
組
み
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
。
そ

れ
が
男
女
共
同
参
画
社
会
で
す
﹂

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
町
内

の
二
十
歳
以
上
を
対
象
に
行
わ
れ

た
﹁
男
女
共
同
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
﹂
に
よ
る
町
民
の
意
識
調
査

の
報
告
も
あ
り
、
参
加
者
は
依
然
、

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え

る
意
識
が
根
強
い
こ
と
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
﹁
男
女
共
同
参

画
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
の
身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。
自
分
の
生
活

を
振
り
返
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
き
た
い
﹂
な
ど
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

た
か
ら
い


き
ん


お
う

は
り
お
う
ぎ

▲協定書調印後握手を交わす関係者

▲講演に見入る多くの観衆

▲

講
演
を
行
な
う
宝
井
琴
桜
さ
ん

▲

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告

ヘ
　
ク

タ
ー
ル

森林の保全活動
「しまね企業参加の
　　森づくり」調印式

▲　を前に記念撮影（中央が高円宮妃久子さま）

　
一
月
十
八
日
、
三
井
野
原
ス
キ

ー
場
で
、
第
四
十
二
回
陰
陽
三
井

野
原
ス
キ
ー
大
会
兼
仁
多
郡
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
、
第
三
十
九
回
仁

多
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

︻
大
会
結
果
︼

●
ス
ラ
ロ
ー
ム

<

小
学
男
子>

　
一
位
　
佐
伯
　
航
汰
︵
八
川
小
︶

<

小
学
女
子>

　
一
位
　
糸
原
　
裕
佳
︵
八
川
小
︶

<

中
学
男
子>

　
一
位
　
吉
川
　
巧
海
︵
横
田
中
︶

<

中
学
女
子>

　
一
位
　
安
部
　
万
里
︵
横
田
中
︶

<

少
年
男
子>

　
一
位
　
中
湯
　
　
司
︵
横
田
高
︶

●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

<

中
学
男
子>

　
一
位
　
井
上
　
　
魁
︵
仁
多
中
︶

<

中
学
女
子>

　
一
位
　
柴
田
ち
ひ
ろ
︵
仁
多
中
︶

三
井
野
原
で
ス
キ
ー
大
会

冬
の
ス
ポ
ー
ツ

　
全
国
で
唯
一
、
日
本
刀
の
材
料

と
な
る
玉
鋼
を
製
造
す
る
、
鳥
上

大
呂
に
あ
る
日
刀
保
た
た
ら
で
、

一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
に

か
け
て
、
第
一
回
目
の
た
た
ら
操

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
一
日
の
火
入
れ
式
に
は
、

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
、
全
国

日
本
刀
匠
会
、
日
立
金
属
安
来
工

場
、
靖
国
神
社
な
ど
の
関
係
者
、

地
元
か
ら
は
岩
田
町
長
、
大
谷
商

工
会
長
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
て

操
業
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
二

年
に
た
た
ら
操

業
が
復
元
さ
れ
、

今
回
で
百
二
十

八
代
目
と
な
り

ま
す
。

　
作
業
は
三
昼

夜
、
不
眠
不
休

で
行
わ
れ
、
二

人
の
村
下
と
十

一
人
の
村
下
養

成
員
に
よ
り
、

砂
鉄
約
十
　
、

木
炭
約
十
二
　

が
投
入
さ
れ
、

二
十
四
日
に
は
、

日
本
刀
の
材
料

と
な
る
　
約
三
・

五
　
が
取
り
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
次
工
程
の
鋼
造
り
に
よ
り
、
約

二
・
五
　
が
日
本
刀
の
材
料
と
な

る
玉
鋼
と
な
り
、
全
国
の
約
二
百

五
十
人
の
刀
匠
に
供
給
さ
れ
、
美

術
刀
剣
が
造
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
国
選
定
保
存
技
術
保
持
者
で
あ

る
木
原
村
下
は
﹁
全
員
で
真
心
を

込
め
、
人
間
力
を
結
集
し
て
こ
そ

純
度
の
高
い
、
良
質
の
玉
鋼
が
で

き
る
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
鉄
文

化
を
守
り
、
伝
え
て
い
き
た
い
﹂

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
ご
来
町

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
ご
来
町

鉄
師
の
魂

鉄
師
の
魂

日
本
の
鉄
文
化
を
守
り
伝
え
る
伝
統
の
技

日
本
の
鉄
文
化
を
守
り
伝
え
る
伝
統
の
技

　
　
　
　
　
　
　
日
刀
保
た
た
ら
操
業

日
刀
保
た
た
ら
操
業ト

ン

ト
ン

ト
ン

ト
ン

む
ら



げ

　
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
が
、
一

月
二
十
三
日
、
出
雲
大
社
の
千

家
尊
祐
宮
司
御
夫
妻
と
と
も
に

来
町
さ
れ
、
日
刀
保
た
た
ら
高

殿
内
で
の
操
業
の
様
子
、

二
十
四
日
早
朝
に
は
、

玉
鋼
の
も
と
と
な
る

　
が
炉
か
ら
取
り
出

さ
れ
る
様
子
な
ど
を

興
味
深
く
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
。

　
妃
殿
下
は
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
関
心

が
高
く
、
後
世
へ
の

文
化
継
承
に
ご
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
迫
力
あ
る
操
業
や

赤
々
と
燃
え
上
が
る

た
た
ら
の
炎
、
炉
を

崩
し
て
　
を
取
り
出

す
壮
絶
な
様
子
を
カ

メ
ラ
に
収
め
る
な
ど
、

奥
出
雲
町
に
伝
わ
る
日
本
の
伝

統
文
化
を
、
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

け
ら


